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第70 回（前回）調達価格等算定委員会で示された論点

ẇ אל ︣

ểḰ 2022
ỄḰ 2023 FIP/FITḱ
ễḰ 2023 /
ỆḰ2022 ṕ10-50kWṖ
ệḰ 2023
ỈḰ

אל ︡ ḭ ṇ ︡
ḭ טּ פֿ ךּ ךּ ךּ Ḯ

１ 導入量の推移と新規案件の開発状況
２ 新規開発案件のコスト低減動向（2023 年度の調達価格・基準価格について）

３ 太陽光発電の自立化・主力化に向けて（要望事項）
４ 参考資料
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１．導入量の推移と新規案件の開発状況
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住宅用太陽光の導入件数 ピーク時に比べて半減

Â 10kW ḭ2017 年度から2020 年度 年平均で14.3 万件 ︡ ךּ ḭצּ
2012 7 Ṍ2013 年平均27.2 万件 ︣ ︡ ךּ Ḯ

Â טּ כḭֿצּ ḭ ךּ ḭ
ḭךּ אל ︡ שּךּ טּצּ Ḯ

70 ṕ2021 10 4 Ṗ
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事業用太陽光の新規導入量：５GW程度で推移（見かけ上は順調）
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Â 2014 年度～2015 年度 ךּףּ ８GW נּ Ḯ
Â 2016 年度～2020 年度 ךּףּ ５GW程度の新規導入ּצ קּ ︣ נּ Ḯ
Â ︡פּ︡ צּ ḭ FIT אל צּ אל ךּ Ḯ
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Â FIT ḭ2015 ︡ ףּ ḭ2020 年度は0.9GW שּקּ ךּ Ḯ
Â כֿ צּ וֹ ḭ ḭ 従来の5GW 程度から1GW を下回るレベル Ḯ
Â ḭ足元の減少トレンド 反転させ上昇トレンド ︡ וֹ Ḯךּ

事業用太陽光のFIT 認定量：1GW未満に大きく低減
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事業者の新規開発意欲：2021 年度・2022 年度見込（アンケート調査）

＜参考＞

2021 年度新規案件に関する事業者の主なコメント

Å צּ ︡ ףּ ḭ צּ ︡ ךּ Ḯ
Å צּ ︡ ףּ ḭ צּ Ḯךּ
Å10 /kWh צּ

ךּ Ḯ

＜参考＞

2022 年度新規案件に関する事業者の主なコメント

ÅFIP ︡ כֿ טּצּ Ḯ
Å系統条件が改善されるֿכ ︡ ḭ

שּ Ḯ
Å資材価格が2020 年以下

ḭ適地があれば קּךּ Ḯךּ
Å自家消費案件 ךּ טּ

発電事業者による新規案件開発の計画・見込のアンケート調査結果 （回答事業者数15 社）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

kW

kW

Χ

MW

MW

MW

2021 年度の新規案件開発見込み
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2022 年度の新規案件開発見込み

「新規なし」と「前年比半減」が大半で、事業者の新規開発意欲は低迷したまま。
一方、少数ではあるが、前年以上の新規開発を見込む事業者も存在している。
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太陽光発電の導入量推移と新規案件の開発状況 - まとめ

●住宅用：10kW 未満
2017 Ṍ2020 年平均で14.3 万件 ︡ ךּ ḭ2012צּ 7
Ṍ2013 年平均27.2 万件 ︣ 半減︡ ךּ Ḯ

●事業用：10kW 以上案件の推移
ḱ2020 新規稼働量 ḭ 4.9GW を維持Ḯ
ḱּ︡︡פḭ新規認定容量 טּ ḭ2020 0.9GW

大きく減少︡ ךּ Ḯ

Â 住宅用Ḳ 導入件数が低迷した טּ ḭ ḭ
טּצ導入件数が減っていく可能性ּךּ Ḯ

Â 事業用Ḳ צּ וֹ ḭ導入容量 近い将来年間１GWを下回る
טּצּ ḭ ︡ צּ ￼ צּ ḭ自立化に向けた

コスト低減も困難となるֿכ צּ אל Ḯ

事業者の新規案件開発状況（アンケート結果）：
「新規なし」と「前年比半減」が大半で、事業者の新規開発意欲は減退したまま
（但し、前年度比で案件増加を計画している事業者も少数だが存在）
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2．新規開発案件のコスト低減動向
（2023 年度以降の調達価格・基準価格について）
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太陽光発電が自立した電源となるためのコスト低減目標

ṕJPEAṖ ḭコスト低減と電力市場への統合を推進し、2030 年までにFIT
から自立した電源となること ︡ ףּ ḭ ︡ コスト低減目
標 בֿ ךּ Ḯ

トップランナーḲ

2025 年頃までに7円/kWh ṕ ︡ 8.5 Ṗ ︣Ḯ

業界平均Ḳ
2030 までに業界平均として7円/kWh ṕ ︡ 8.5 Ṗ ︣Ḯ

Ṯ参考：コスト低減に向けた事業者による取組の例ṯ

Å ṇ

Å ṕ 20 פּ 30 Ṗ

Å ḱ ṕ ḱ ḭ ︡
ḭ Ṗ

Ṯ参考：コスト低減・価値創出に向けて求められる環境整備ṯ

Å ṕ ṇ ṇ ḭ Ṗ

Å ṕ ṇ ḭ ḱ Ṗ

Å ṇ ṇ ḭFITּפ FIP ṕ Ṗ

Å ḱ

Å צּ אל ḭ ḱ צּ אל
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地上設置太陽光 システム費用の推移 - 前年度調査結果とのと比較
アンケート調査（回答15 社）の結果から、全体としてはkW 当たりのシステム費用の低減は徐々に進みつつあ
ると言える。しかしながら、業界平均のコスト見通しとしては、トップランナーとされる14 万円/kW ※１のレ
ベルには来年度でも届かず2023 年度より先になる。トップランナーレベルに到達するには時間を要する。
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Å10kW ～50kW Ḳコスト低減傾向が見られない。
Å50kW ～250kW ：コスト低減傾向が見られる。
Å250kW ～500kW Ḳコスト低減が進んでいる。
Å500kW ～2MW ：コスト低減傾向がみられる。
Å2MW 以上Ḳコスト低減傾向が見られる。

ẑểḲṡ ễ ︣ Ṣ ךּףּ ḭ2020 ṕ50kW Ṗ 上位15 ％のシステム費用 14.21 /kW אל Ḯ
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Â ṇ פּ ḭ全体としてはシステム費用の低減は徐々に進みつつある
ḭנּ ︡צּ פּ Ḯ

Â ︡פּ︡ צּ ḭ ︡ ︡ ḭ ṇ אל 14 /kW ẑể

ḭ2023￼פּ Ḯ

Â ︡ ṡ2022 צּ רּ︣ צּ טṢḭּךּ
ךּ ṡ Ṣךּ ךּ צּ ṕךּ ểṖḮ

Â FIT צּ שּקּ ︡ קּ ḭ ṇ צּ
ṇ ךּ כֿ טּ אל Ḯ

Â ḭṡ 70 Ṣ ךּףּ ḭ
10 円/kWh 未満 צּ קּ ךּ ḭ טּ 全体のנּךּ

0.5% פּ︡ ḭ10שּ 円/kWh 未満を達成できているトップランナーは少数 פּ︡ Ḯךּ

Â ḭאל ḭ2030 年に業界平均として7円/kWh を達成しḭ太陽光
発電の自立化を実現︣ ḭ事業者の開発意欲と一定程度の市場規模ּצ נּ Ḯ

2023 年度以降の調達価格/ 基準価格に関する要望

ḭ2030 FITּפ
︣

ü 当面（2025 年頃まで）は調達価格・基準価格の維持をお願いしたい。

ḭףּ FIT PPA ḭ ︡ שּךּ טּ ḭצּ כֿ פּ
טּ ḭ ḭ ḭFIT/ FIP צּ טּ נּ Ḯ
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参考：2030 年の自立化に向けたコスト低減のイメージ

ṕJPEAṖ ḭ2030 年までにFIT から自立した電源となること ︡ ףּ
ḭ ︡ コスト低減目標 בֿ ךּ Ḯ

トップランナーḲ

2025 年頃までに7円/kWh ṕ ︡ 8.5 Ṗ ︣Ḯ

業界平均Ḳ
2030 までに業界平均として7円/kWh ṕ ︡ 8.5 Ṗ ︣Ḯ
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参考：事業用太陽光発電のトップランナー（10 円/kWh 未満）

2021 10 1
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３．太陽光発電の自立化・主力化に向けて
（要望事項）

3-1. 入札制度に関する要望
3-2. 地域活用要件に関する要望
3-3. FIP 制度に関する要望
3-4. 住宅用太陽光に関する要望
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3-１. 入札制度に関する要望

上限価格の事前公開について
ḭ ︡ ḭקּ

2022 ךּ Ḯךּ

入札実施回数について
2021 4 ךּ Ḯṕךּ ךּ 2022 ךּ ךּ
כֿ ףּ ︡ךּ ḮṖ

FIT/FIP/FIT 入札/FIP 入札の対象区分について
2023 ︡ ḭ ḭ1MW ךּ ḭ2022

ךּ Ḯ1MWךּ ךּףּ ḭ ︡ פּ ףּ
︣ךּ ḭ צּ ︡ḭ FIP ︣ ḭFIP

צּ טּ טּ Ḯ
250kW ṕ2022 ṖḮ

250kW פּ ểMW ךּ FIT פFIPּפּ צּ ṕ2022 ṖḮ
︡ 1ỘW ךּ פּ Ḯ

Ḳ ︣ ṇ ể

FIT かFIP の選択
が可能

FIP かFIT 入札か
の選択が可能

FIP FIP 入札

50kWṌ250kW ṕ Ṗ

250kW Ṍ1MW

1MW 以上 - 屋根上設置 ( Ṗ

1MW -

2023 年度のFIT/FIP/FIT 入札/FIP 入札の対象区分についての要望
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3-２. 地域活用要件に関する要望

地域活用要件の対象拡大

10 ～50kW ︡ ḭ ︣ ךּףּ ḭ 30Ṿ ḭ ךּ
︡ ךּ שּ ḭ ︡ ךּ ︡ קּ Ḯךּ

וֹףּ ṇ אל ḭ פּ אל
ṕ Ḳ ḭ ךּ טּ

Ṗ

ḭ אל כֿ צּ אל ךּ

ṕ Ṗּצ ︡ צּ אל לּ

④ 集合住宅の屋根上 אל ḭ10kW 以上20kW 未満 ṕ20kW
ṕ Ṗ טּ ḭ נּ טּ ḭ ︢
ṕ Ṗ אל צּ שּ ךּאל נּ Ḯ

︡ḭ ︣ ḭ צּ
ךּ ḮṖ

Ḳ ︣ ṇ ể

参考情報Ḳ ṕJPEAṖ ḭ ︣ ḭ 10Ṍ50kW
ךּ ךּ Ḯ 6 Ḯ

Â ṕ10~50kW Ṗ ךּףּ ḭ ḭ ṇ ︡ ︡
שּךּ ︡ḭ2021 4 ṡ ṇ Ṣ בֿ Ḯ

Â ︡ ḭ低圧設備についての検査の仕組みや、健全化に向けた自主保安・施工不備の是正等
︡ ךּ Ḯ

Â טּ ḭ ḱ ḭ ︡ צּ ︡ Ḯשּךּ
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3-３.  FIP 制度に関する要望

FIP 制度の成功と電力市場への統合に向けて

Å FITּפ ︡ ḭFIP צּ Ḯ

Å FIP ḭ שּ FIPצּ ︡ḭ FITּפ FIP צּ כֿ
ṇ ṇּצ אל כֿ צּ נּ Ḯ

Å ︡פּ︡ צּ ḭ ṇ ḭ現時点では、既存FIT からFIP への移行を計画している事業者
は極少数であることが分かったḮ

0% 20% 40% 60% 80% 100%

50kW 250kW

250kW 500kW

500kW 1MW

1MW 2MW

2MW

FIT FIP

9

FIP FIP

＜参考：事業者の生の声＞

ḱFIP ︣ כֿ ︡ צּ
כֿ נּ ךּ Ḯ

ḱ ךּףּ ṇ
וֹ צּ ךּ︡ נּ Ḯ

ḱ ︣ ḭ צּ
ḭFIPנּ ︣ כֿ צּ Ḯ

Â FIP 制度が定着するまでの間は、アップサイドを残しつつ、事業予見性を大きく損なうような
リスクを出来るだけ軽減するようにご配慮願い、ファインチューニングを継続して頂きたい。

Â 10 ～50kW においても、FIP の選択とFIP への移行が可能となるようにして頂きたい。
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3-４.  住宅用太陽光に関する要望

新築住宅向けと既築住宅向けの調達価格を分けて設定することの検討について

Å ḭ צּ ︡ḭ ︡ Ḯךּ

Å צּ ︡ ףּ ḭ וֹ צּ ךּ Ḯ

Å ︡ ḭ צּ אל ךּ ḭצּ
צּאל︡ ךּ Ḯ

設置コストが割高である既築住宅向けの調達価格を、新築住宅向けとは別に設定す
ることを検討願いたい。
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参考：住宅用太陽光の市場分析（調達価格算定等委員会資料から）
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４．参考資料

参考資料1. 事業者の意見

参考資料2. PV Outlook2050 ・2030 年野心的目標

参考資料3. 主力電源になるためのチャレンジ

参考資料4. FIT からの自立

参考資料5. コスト低減

参考資料6. JPEA地域共創への取組み
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P7:2021 年度新規案件開発に関する事業者のコメント

Å ṕPV Ṗּצ ︡ ףּ ḭ צּ ︡ ךּ Ḯ
Å ḭ10 /kWh צּ ךּ Ḯ
Å צּ ︡ ףּ ḭ צּ ךּ Ḯ
Å ḭ צּ ףּ ḭ

ךּ ךּ Ḯ

P7:2022 年度新規案件開発に関する事業者のコメント
ÅFIP ︡ ḱ כֿ טּצּ צּ שּ︡ Ḯ
Å ḭFIP צּ ḭצּ קּ צּ ךּ Ḯ
Å ךּ טּ ḭFITצּ FIP ︣ ḭפּ פּלּ Ḯ
Å צּ אל כֿ ︡ ḭ
שּ Ḯ
Å ḭ 2020צּ ḭ טּצּ

קּךּ Ḯךּ

参考資料1:  事業者の意見（1）
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P10 ：コスト低減・価値創出に向けて求められる環境整備に関連して

ローカル系統・配電網ノンファーム接続に関する事業者コメント

Å צּ ￼ ךּ צּ לּ Ḯ

Å ṇ פּ צּ Ḯ

Å צּ צּ ךּ ḭ ḭ

צּ Ḯ

Å ḭ ḭ

Ḯךּ︡

Å ךּ צּ ךּ︡ ḭֿכ לּ ︡ Ḯךּ︡

参考資料1:  事業者の意見（２）
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Ṯ事業者の生のコメントṯ

Å שּ 15 /kWh ךּ ḭ צּ ￼ צּ
Ḯךּ

Å ḭ / ḭ לּ צּ
טּ Ḯ

Å צּ רּ︣ ︣ צּ ךּ ︢ Ḯ
Å ḭ בֿ כֿ ︣ Ḯקּ

Å ︣ כֿ ḭ צּ אל טּצּ Ḯ ḭ
ḭנּ ṕ Ṗ︣ כֿ ︡ Ḯךּ︡

Å 10צּ /kW ︡ ḭ ︣ צּ ḭ
צּ ךּ ḭ10 נּ קּ ︣ Ḯ

Å 10צּ ︡ ךּ ḭ Ḯ

Â 2023 年度の調達価格・基準価格に関しては、「2022 年度の価格レベルでも低すぎて事業
採算が合わない」、あるいは「事業リスクに見合わない」といった意見が多くあり、2022
年度の価格レベルの維持、或いは増額の検討を希望する声がある。

Â 一方、少数ではあるが、10 円／kWh 程度の価格レベルは妥当であるとの意見もある。

P12 ：2023 年度の調達価格/ 基準価格に関する事業者コメント

参考資料1:  事業者の意見（３）
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P16:2023 年度のFIP 入札対象区分に関する事業者コメント

対象容量を2MW 以上とすべき：
ḱ טּ ḭ 2MW ︣ קּ
ḱFIT בֿ Ḯךּךּצּ

対象容量現状維持：
ḱ קּ צּ נּ ךּ ḭFIP ︣ פּ ḭ FIT

250kW ︣ Ḯקּ
ḱ ךּ ךּ ︡ צּ Ḯ
ḱ ︡ צּ קּ ṇ צּ צּ
ךּ צּ ךּ Ḯ

P17: 地域活用要件に関する要望

Å ṕỄMW Ṗ ︡ Ḯךּ︡

Å ︡ Ḯךּ︡

V ṖPPA קּ ךּ ḭ
30%צּ ︣ Ḯ

V Ṗ צּ ︣ ︡ ︡ ḭ
30%צּ ︣ Ḯ

Å ṇ ךּ ḭ ︣ ︡
Ḯךּ︡

参考資料1:  事業者の意見（４）
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参考資料２：2030 年稼働目標： (JPEA) פּ

想定稼働容量（想定発電量）

2030 年度 2050 年度

野心的目標：2050 ṇ ṇ
פּ

125GW （AC）
( 1,530 kWhṖ

300GW 超（AC）
2040 ︡

太陽光発電協会（JPEA）ビジョン
GHG80Ṿ

100GW （AC）
( 1,230 kWh )

300GW （AC）
( 3,900 kWh)

צּ ךּ 82GW Ḵ

82GW？

新規開発低迷トレンド継続ケース

125GW

300GW

2030 2050

野心的目標

100GW

ΰ

JPEAビジョン

Å 現行JPEAビジョンṕ2050 300GWṖ GHG80 ％削減 ︡
Å ṇ ṇ אל ︣ טּ ẓ野心的目標
Å צּ ︡ צּ ︣ JPEA ︣
Å 野心的目標 ︣ נּ ḱ צּ

イメージ

ṇ ḱ ṇ ṕ 26 Ṗ 5ṕ Ṗ
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参考資料２：2030 年稼働目標： (JPEA) פּ 野心的目標

ṇ ḱ ṇ ṕ 26 Ṗ 5ṕ Ṗ
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ü 2020 FIT ︡ ḭ ךּ ︣

ü 2025 צּ ḭ 2028 ḭ2036 1 נּ

2020 30 FIT/FIP

参考資料２：2020 年度以降に認定される太陽光発電の費用対便益に関する試算例

JPEA 「PV OUTLOOK 2050 」（2020 年5月公開）より抜粋
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参考資料2：2030 年稼働目標における想定設置場所（需要地・非需要地別）

野心的目標 参考：現行JPEAビジョン

2030年度想定 2050年度想定

GW(AC) GW(AC)

1. 30.0 61.0

2. 4.0 22.4

3. 6.0 33.6

4. 4.0 16.7

5. 3.5 13.3

運輸 6. ḱ ḱ ḱ ḱ 0.0 0.0

47.5 147.0

7.  2019 FIT Ḭ 60.0 46.7

8. 2.0 23.3

9. ḱ 1.0 6.0

10.  9.0 50.7

11.  5.0 20.0

ךּוֹ  .12 0.5 6.7

77.5 153.3

125 300

非需要

地設置

非農地

農業関連

小計

合計

需要地

設置

住宅

非住宅

小計

ṇ ḱ ṇ ṕ 26 Ṗ 5ṕ Ṗ
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ễḲ

Â 2030 FIT
Â Ỉ

Ẁ

FIT

ṕ
Ṗ

技術開発の推進 規制改革・制度的支援
30



FIT 制度下
のビジネス

FIT から自立後
のビジネス

課題と対応策の例

kWh 価値
（エネルギー
価値）

◎
固定買取価格

△
市場価格を
前提とした事業

変動価格、昼間価格低下への対応：
・需給一体型モデル（自家消費）
・PPAモデル（RE100 企業等へ供給）

インバランス･
リスク

無し
FIT 特例制度

リスク発生
（計画値（30 分）同時同
量ルール下発生するリス
ク）（前日・時間前市場）

リスク最小化の対策
・発電量予測精度の向上
・スポット市場活性化（前日、時間前）
・VPP等の活用
・アグリゲーターの育成

NW コスト
発電側課金

実質負担無を想定
（審議会で議論）

負担有り
（ｋW課金、10kW 未満は
当面免除）

地産地消割引やkW （容量）課金から
kWh （発電量）課金への移行等の検討。

ΔkW価値
（調整力）

無し
可能性有り

（需給調整市場等）
PCSの調整力（周波数、電圧）を活用す
ることで価値を生むことが可能

kW 価値
（供給力）

無し
可能性有り

（容量市場等）
蓄電池等と組み合わせた供給力により価
値を生む可能性有り

環境価値 無し
有り
（非化石価値取引市場等）

非化石価値取引市場の活用や、RE100
企業等への供給

参考資料４：FIT からの自立と電力市場への統合で直面する課題とチャレンジ
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参考資料５：コスト低減を実現するための方策（１）

NEDO 2020
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参考資料５：コスト低減を実現するための方策（２） 日本とドイツのコスト比較

○日独の発電コスト（LCOE）の差は2.2 倍、建設費（CAPEX）2.9 倍、O&M 費（OPEX）1.5 倍。
建設費の差は13.7 万円/kW （64% ）で、工事費・設備費・開発費の順に大きい。
Ṅ ḭ ṕ6 /kWṖḭ ṕ4 /kWṖḭ ṕ3.6 /kWṖ

L
C

O
E

*

3.0 2.5

3.3

1.7

2.0

2.9

1.3

4.8

2.6

2.1

0

2

4

6

8

10

12

14

16

C
A

P
E

X
O

P
E

X

7.0 7.0 7.0

9.8 9.8
5.8

5.8 5.8 5.8 5.8 5.8

4.3

0

5

10

15

20

25

0.45 0.45 0.45 0.45
0.31 0.31 0.31 0.31

0.0

0.5
( /kWac/ )

( /kWac)

( /kWh)

17.2Ҧ14.0% 20Ҧ30

高圧
6.6kV

中圧
10-30kV

A

B

C

D E F
5.9

0.30.9 1.1

* WG

21.1
17.4

13.4

7.4 7.4 7.4 7.4 7.4

0.7
0.7

0.7 0.7 0.7 0.7 0.7

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

13.2

0.5
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企画立案 設計 設備運用・管理
設備撤去・

廃棄

Â 太陽光発電協会は、ライフサイクルにおける法令遵守、地域との共生並びに長期安定稼働を
推進するために、自主ガイドランの策定・公開の他、セミナーや研修の実施、技術者資格制
度の運営等を行っている。

ライフサイクルにおける健全な普及と地域との共生を目指しての活動

➀太陽光発電事業の評価ガイド

②地上設置型太陽光発電システム
の設計ガイドライン

太陽光発電システムの基礎・架台の
設計・施工のチェックリストと留意点

④太陽光発電保守
点検ガイドライン（JEMA/JPEA)

⑥ 環境配慮設計
アセスメントガイドライン ⑧ 表示ガイドライン ⑦ 被災時の取扱い上の留意点

点検・復旧・撤去の手順・留意点

⑨ 太陽光発電システムの設計と施工
⑩ ＰＶマスター保守点検
技術者研修・育成・認定

⑤適正処理に資する
情報提供ガイドライン

参考資料6：地域との共生を推進するためのJPEAの取組（１）
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課題解決に向けた具体的な取組の一例

VS
НАГϰрϽ
ϦσΜé Ẹʺᵈ

ϱЮ˔ЅΥӂΜάρΥ
τσμοΜϥʻ

Ṭ
- JPEA -

参考資料6：地域との共生を推進するためのJPEAの取組（２）

ṕJPEAṖ ḭ ︣ ḭ 10Ṍ50kW
ךּ ךּ Ḯ

Â ṕ10~50kW Ṗ ךּףּ ḭ ḭ ṇ ︡
︡ שּךּ ︡ḭ2021 4 ṡ地域共創エネルギー推進委員会Ṣ בֿ Ḯ

Â ︡ ḭ低圧設備についての検査の仕組みや、健全化に向けた自主保安・施工不備の是正
等 ︡ ךּ Ḯ

Â טּ ḭ ḱ ḭ ︡ צּ ︡ Ḯשּךּ
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1. ṕ Ṗ Ṅ

FIT
ṕ 16GWṖ

2. ṕ Ṗ

Ṅ
Ṅ

Ễ

参考資料6：地域との共生を推進するためのJPEAの取組（3）
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